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夜空では、火星はしばしば他の惑星よりも明るい。

それはたくさんの神秘を抱えている。

そのうちの一つは火星の生命体についてのことである。

1877 年、イタリアの天文学者が火星にいくつかの黒い線を発見した。

その線は運河のように見えた。

人々はそれらが生命体によって作られたものだと考えた。

1898 年、イギリスの小説家である H.G.ウェルズが「宇宙戦争」を書いた。

この本の中で、彼はこの火星人の有名なイメージを考え出した。

✎ ①火星上の生命体についての謎
②火星人の有名なイメージ
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Life on Mars?
（宇宙と生命）
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他の多くの本が火星人について書かれた。

これらの話によって多くの人々が火星人の存在を信じ始めていた。

アメリカでは、1938 年、人々はラジオドラマを聞いていた。

それは「宇宙戦争」に基づくものだった。

そのドラマはラジオニュースと同じぐらい現実味があるものだった。

それは国中のたくさんの場所で混乱を引き起こした。

✎ ①火星人の存在
②国中のたくさんの場所での混乱
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火星は私たちにとって一番親しみのもてる惑星の一つだ。

私たちは「火星に生命体はいるのか。」という疑問を投げかけてきた。

今日でさえ、科学たちはその答えを見つけようとしている。

私たちの惑星でも、さまざまな生命体がある。

これは独特なことなのだろうか。

宇宙には生命体のいる他の惑星があるのだろうか。

火星はこの疑問に答えてくれるかもしれない。

将来、人類は火星に降り立つだろう。
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そのとき何を見るのだろうか。

✎ ①いいえ。今日でも探しています。
②宇宙にも生命体のいる惑星があるということ。
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